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（１）内  容 











＊1 美作大学生活科学部 食物学科 助手 Research Associate ,Dept. of Food Science, Mimasaka Univ. 
＊2 淑徳大学看護栄養学部・美作大学大学院 教授・博士（医学） Prof., Dept. of Food Science , Syukutoku Univ and Mimasaka Univ.，Ph, D. 























































































□実施日     :平成25年1月11日（金）10時～10時15分 
□指導者      :担任保育士・栄養士（本筆者） 
□対象児      :4歳児 28名 
□食育時間    :給食時間前10分間 







  ②冬によく食べる果物を発表する。（果物の種類） 
  ③果物のよさを知る。（果物のよさ） 



















□目    的：体系化に必要な諸計画の様式の使用の啓発 
□対 象 者：津山市内の保育所の調理担当者 
□実 施 日：平成25年2月23日 
□参加人数：21名 
□実施内容：① 食育の体系化の概要 


















































厚生労働省  平成24年3月 
2）楽しく食べる子どもに～保育所における食育に関する指針～ 
  厚生労働省  平成16年3月 
3)  保育所保育指針解説書  厚生労働省  平成20年4月 
4) 宮原公子・土海一美：献立計画書，学校給食,12,25-35,2012 
 
 
 
 
 
